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（餐嘗墜鯵i鷲馨i骨）

法定伝染病の死亡、罹患性比に関する研究

一年令別に観察しアこ死亡，罹患性比一

緒

東京女子医科大学衛生学教室（主任 吉岡博人教授）
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 伝染病疫学に関しては種々の観点より数多くの

研究がなきれているが，その死亡，罹患における

男女聞の性比についての報告はきわめて少ない。

元来男子と女子では生物学的に生来の感受性，抵

抗力等の本質的な差があるのみならず，環境その

他の生活様式もことなり，伝染病発生の主要因子

である感染機会等も大きな相異がある。故に伝染

病疫学を研究する野合当然性比は考慮されねばな

らぬ問題と思われる。しかるにこの問題に関して

の報告は，伝染病死亡率性比を年次的及び季節的

に観察した松田9），罹患に関して昭和25，26年に

おける年令別性比を解析した石EH 2）を数えるに過

ぎない。しかるに伝染病に対する感受性及び抵抗

力，感染機会等は性の外に年令によっても当然相

異が認められる。各年令により，同一疾患におい

ても死亡，罹患の男女の割合が異なるのは，主と

して男女の成長過程における生物学的差と，男女

の生活様式の差によるものと考えられる。私はこ

の性と年令との：二つの観点から伝染病に考察を加

えてみたいとおもい，死亡，罹患に関して比較的

正確な資料を得ることができる法定伝染病を対象

として研究し，若干の知見をえたのでここに報告

する次第である。

      H 研究資料及び方法

 資料：

 明治32年～明治38年 人口動態統計

 明治39年～昭和13年 死因統計

 昭和14年～昭和30年 人口動態統計

 昭和24年～昭和27年 伝染病精密統計年報

 昭和28年～昭和30年 伝染病及び食中毒精密統計

           年報

 死亡に関しては，明治32年より男女別，年令別の資

料がととのっているが，罹患に関しての全国的動向は

従来統計資料が不備なため明らかでなかった。罹患に

関しては昭和24年伝染病精密統計に関する制度，組織

ができたため，昭和24年以降30年までの7年間の資

料にすぎないが，戦後著しく減少したいくつかの伝染

病をのぞけば，大体の傾向は観察することができると

∂厭われる。

 方法：

 男女の死亡，罹患の相対的関係をみるために死亡実

数，罹患実数を用い，女子・死亡数をユ00とした場合の

男子死亡数を求めこれを死亡性比とし，罹患も同様に

あつかった。元来死亡，罹患実数を用いたのでは，そ

の基礎となる男女人口の差を無視するため，死亡：率性

比，罹患率性比を用いるのが至当と思われるが，本研

究の場含つぎの理由により死亡，罹患実数を用いた。

 1）法定伝染病の死亡，罹患性比を研究する場合，

57年間の死亡総数が赤痢のごとく約45，000人におよ

ぶものから，ベストのごとく約950人の少数まで，死

亡数，罹患数に非常に差のある各種伝染病を対象とし

アこので，標準誤差を必要とするが，死亡率性比ではそ

の算出が不能なこと。

 2）57年間にわたり，各年令階級を通算集計し年令

別性比を観察するのに，年令別の推計人口の資料がそ

ろわず，年令別性比を求めることが不可能なこと。

 この二つの理由により本研究の場合は，死亡，罹患

実数を用い性比を求めた。すなわち
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 なお性比の標準誤差は次の式によって算出した。

             Sp讐三重隼言呉差

  Sp 一 VilPl．灰面6一一…P糧ヒ

     Dm十Df－   Dm＝男子総数
             Df＝女子総数

 年令別性比を観察する場含一年間の死亡，罹患数で

は僅少な疾患もあって，性比をみるには誤差が大きい

ので，死亡に関しては明治32年より昭和30年までの

57年閥（ジフテリアは昭和19～21年の3年間，他の

疾患は昭和17～21年の5年間，戦時中及び戦後で資

料不備のため除外す），罹患に関しては昭和24年から

30年までの7年間を通し，各年令階級別に集計して観

察しナこ。なお年令階級の区分は0～4才，5～9才その

後は10才階級とし，60才以．ヒは資料の関係で分類で

きぬ年度もあるので一括し60才以上とした。

       皿研究成績
 A 法定伝染病の死亡性比

 伝染病の種類によって男女死亡の割合は当然異

った数値をしめす。第1表は法定伝染病を死亡性

比の高い順に列記したものである。最高は発疹チ

フス，次にペスト，コレラ，流行性脳背髄膜炎，

痘瘡，ジフテリア，腸チフス，日本脳炎：，パラチ

フスの順で，これらの性比はいずれも100以上で

ある。IOO以下をしめすのは狸紅熱，赤痢のみで

あり，法定伝染病の死亡はその大部分が男子に高

率である。最近の日本における総死亡性比は107

～110であろ。上記の法定伝染病を総括した死亡

性比はユ06．5で，大体にかよった値をしめしてい

る。

第1表法定伝染病の死亡

 病    名  i性別
        1

発疹…  嬰
死亡実数 死亡性比 資

’M’一”nv 撃梶Dn．1’一 ””” ’ 1

 料   1

1，237入
 652 189．7 t7 3．17 明治32～昭和29年（51年闇）

A ス ・婁
587
388 151．3 ＋ 3． 94 明治40～昭和4年（23年間）

コ レ／   男ラ
  女

15， 456

11， 480
143．3 土 0．72 明治33・v昭和15年（41年聞）

幽・堅轡凄
          一IM

痘  瘡劉

6， 017
41 2s2 1

Jr C 697

4， 561

141．5 圭 】．．17

124。9 士 ．1．。10

論鋼翻鱒（24年閥）

ジ フ テ  リ

腸  チ  ブ

ア婁
117， 738

102， 422
115．0 ± O． 23

・．陵 ！88， 646

169， 785
111．1 ± O． 02

明治32～昭和26年（48年間）

明治32（・昭和30年（54年間）

明治32～昭和30年（52年間）

P－1

ノぐ

本脳炎
6， 108

5， 611
108。9 士 0．96 明治22～昭和30年（9年間）

ラ チ

 紅

・・
K 4， 019

3，918

102．6 ，一． 1．14 」

大正12～昭和30年忌28年間）

狸 熱
男
女

赤 痢嬰

4， 504

4， 688
96．5 士 1．Q2 睨治32～昭和30年（52年間）

222， 605

232， 014
95．9 ± O． 14 明治32～昭和30年（52年間）

1総 計劉
573， 614

539， 771
106．5 ± O． 10 明治32～昭和30年（54年間）

 eg 2表は各疾患を年令別に分類し，年令別死亡

性比をしめしたものである。各伝染病によって年

令別死亡性比曲線は種々の異った曲線をしめす

が，その形態からつぎのごとく分類し，観察をく

わえた。
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a）死亡性比100以上で凹凹をしめす疾患

痘瘡，発疹チフス，ペスト

b）死亡性比100以上で双峰をしめす疾患

コレラ，流行性脳脊髄膜炎：

c）死亡性比100以上だが，薯明な峰をしめさ
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ない疾患

 腸チフス，パラチフス

 d）死亡性比100以上だが100を中心とし峰と

谷をしめす疾患

 ジフテリ．ア，日本脳炎：

           第2表 法定伝染病における年令別死亡性比

 e）死亡性比が100以下の疾患

 狸紅熱，赤痢

 以下上記疾患の順に，年令別死亡性比について

観察した。

 1）痘瘡

        （明治32年～昭和30年）

＼． ．年令

 病 名 －、
0～4才：5～9 「10～19

発疹チフス

ベ  ス   ト

コ  レ  ラ

流行性脳
脊髄膜炎
痘    瘡

1

107．4＝』  92．9」＝

  13．85    18．55

153．8士  113．0士

  12．461   9，91
     
123 Pも，i1291圭9

・28，81E’ P・38．・。

1    2．391    3．22

；103．6土  101．6＝ヒ
i    1．27     3．62
F
1122，7±   91．2士
i    O．26 ．   0．51

1109．6土   105．8ヨ＝
I

I   1．431   0．97

b24．0・ヒ139・5土

      2．19  2．451
1 85．9ニヒ 1105．7±

16．01 5・42
1114．0」＝   89，5士

…    1．78     1．96

1101．8＝ヒ   91．1＝ヒ

  O・201 0・35

20tv29 30rv39

ジフテリア

腸チ フ ス

日木脳炎

パラチフス

狸 紅 熱

赤 痢

127．7土

 9． 29

175．9±

 8． 56

177．8土

 2． 79

132．8±

 2． 45

133． 8 ！，

 5． 54

72．5±

 1． 16

96．3土

 O． 33

122．3士

 2． 33

96．3牛

罐：1

132．6±

 O． 71

142．3±

 7． 78

179．7士
 10． 44

138． 0±二

 1． 65

161．8±
 E・231

 S．一681

69．5±
 2． 551

298．7士
9． 74

222．9士
14． 04

148．0士
 1． 63

123．4土
 3． 75

197．6，．L 1 250．0±一

 6． 01

77．1＝ヒ

 3． 55

113．5土1126．5土

 O． 341

80．9士1
 2． 841

101． 4±

 2． 33

74．0士

 2． 89

 O． 45

57． 3±

 3． 29

1．09．1土

 2． 92

972士
 4． 47

129．8士 1 9．57」＝

o． 82i O． 81

40rv49 ，。～5gi、。～ 総計
   1

227．9士［225．8土

 7． 55i 7． 36

152．4士  105．7±
 11．99！ ． 12．12i

167．9士   161．2士

 1．90i 2．03
191． 3±

 5． 22

287．6土
 6． 79

88．9±

 4． 88

122．7士

 O． 53

93．9±

 4． 16

104．9±

 3． 30

155．6士
 7． 84

95．6土

 O． 80

212．8土
 6． 02

193． 2±

 6． 73

106，1ま＝

 4． 59

111，1土

 O． 50

104．8士

 4． 05

10
ｿ。r
129，4土
 9． 11

7． 98±

 O． 63

142．5士i189．7±

 7． 00’ 3． 17
75．7ti， 1 151．3－E

 12．831 3．94
104．1士  143．3±

 1． 611 O． 72

119。7土 1141．5土
 3． 86 i， 1． 17

124．2士  124．9±

 6． 581 1． 10

85．5± 1 115．0±

 4． 311 O． 23
   1
104．4士  111．1士

 O．76i O．02
77，6ヨ＝  108．9＝ヒ

 2．111 O．96
112．3＝k  102．6ニヒ

 4． 201 1． 14

129．2＝ヒ i 96．5土

     1． 02 10． 84i
6。．。土195．9土

 O． 361 O． 14

桜

薩

Mp

妬ρ

Rqo

np

）oo

tSb

tる0

t乎ρ

1タo

ioo

go

o s

1一，一．－a”．．．一一．

IO Ao’ D Yo eo be一一 ???’o beio

  ＃   令

第1図痘瘡死亡性比

     第2表及び第1図に痘瘡の年令別死亡性比をし

    めした。痘瘡は昭和に入ってから終戦直後の昭和

    21，22年をのぞいて，その発生はきわめて少ない。

    死亡性比を年次的に観察すると，つねに100以上

    とは限らぬが，比較的多数の患者発生をみた年は

    大体において男子死亡の超過がみとめられる。

    痘瘡の死亡性比は124．9±1．10で，年令別にみ

    ると第1図のC“とく各年令とも100以上の数値を

    しめし，明らかに男子死亡数が女子死亡数を凌駕

    している。しかし男女の割合は一定せず，10才以

    下及び60才以上ではその差が少いが，40才を中心

    とした青壮年層において急峻な単峰を呈し，著明

    な男子死亡の超過がみられる。痘瘡はいずれの年

    令においても罹患しやすいが，特に罹患率の高い

    1才未満，高年層では男女の差が少く，罹患率の

    低い年令において差が著明である。

才    2）発疹チフス

     第2表及び第2図に発疹チフスの年令別死亡性

 一62一
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比をしめした。発疹チフスの発生はきわめて散発

的で，年次的にみた死亡性比はその数も少く一定

しない。しかし大正3年，昭和21年の流行時及び

その前後数年聞は，つねに男子死亡が多い傾向が

みられる。発疹チフスの死亡性比は法定伝染病中

最高で189．7±3．17をしめす。第2図にみるごと

く，年令別性比は5～9才において，わずかに100

以下となるが，他の年代，ことに30～40才半か

けての壮年期は圧倒的に男子死亡の超過をしめ

し，30才台で298．7のピークを呈する。発疹チフ

スは元来成入に罹患率が高く，かつ成人の方が幼

小児より重症になりやすいとされていろ。発疹チ

フス罹患率の高い成人において男子が高死亡であ

り，その差はきわめて顕著である。

亡

礎

3ガ。

）SD

）q．o

Jao

20p

18e

t60

峰o

tAD

ioe

90

5～9才で低下する外は30才台222．9をピーク

とした単峰をしめしている。

1注

民

2mp

日eo

13p

挿σ

峰o

pe

／be

8e

60

x

T
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ntotO ｾ3ρ40ド 60’a弩

第3図ベスh死亡性♪ヒ
 4） コレラ

 第2表及び第4図にコレラの年令別死亡性比を

しめした。コレラは明治末頃から大正にかけてし

ばしば流行をみたが，昭和に入ってからその発生

はきわめて少く，昭和21年の流行後は全く消失し

た。年次的にみた死亡性比は大正4年，昭和15年

においてわずかに女子死亡数が1名多いのをのぞ

けば，常に男子死亡の割合が多く，流行時には特

にこの傾向が著しい。コレラの死亡性比は143．3

±0．72で，いずれの年令においても性比は100以

上をしめす。第4図にしめすごとく，年令別にみ

工

。  二一 tO

第2図

20 @  ・fp   gl）   fU    6ρ   クb   8ρ

 5   ・7       才

発疹チフス死亡性比

 3）ペスF
 第2表及び第3図にペストの年令別死亡性比を

しめした。わが国においてペスト罹患率はきわめ

て少なく，昭和元年以降その発生は全くなく，今

日ではもはやみられぬ疾患である。死亡性比を年

次的にみると，死亡数は僅少でその比率は一定し

ないが，比較的多数の発生をみた年は男子死亡の

割合が多い傾向がみられる。ペストの死亡性比は

151・3±3・94である。第3図のごとく，年令別に

みても60才以上をのぞくといずれも100以上で，

一68一

亡

1？o

lbo

ltfo

t詠o

teo

eo

60

。L                aρ    ヲ0   40   」L1フ   60   70 よ ノ0

     一＃ Ar

第4図コレラ死亡性比
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ると10～19才177． 8，40～49才167．9と二つの

峰を形成し，擢患率の少い幼小児及び高年層の性

比は著明でない。

 5） 流行性脳脊髄膜炎

 第2表及び第5図に流行性脳脊髄膜炎の年令別

死亡性比をしめした。わが国において流行性脳脊

髄膜炎の死亡，罹患数等の正確な資料を得ること

ができるのは大正7年からであり，昭和22年の流

行を最後にその後罹患率は減少の傾向をたどって

いる。年次的にみた死亡性比は，大正7年以来常

に100以上で男子に高死亡である。死亡性比は

141． 5±1．17で，第5図にみるC’とく，各年令す

べてIOO以上の数値をしめしていろ。5～9才で

小峰をしめすが著明でなく，20～29オで161．8，

50～59才で212． 8と二つの著明な峰をしめす。

年令別罹患率は一般に0～9才で高率をしめし，

年令が長ずるにつれて減少するが，各年令にわた

って発生する。本疾患の好発年令である0～9才

頃は他の年令に比し男女の差がすくなく，罹患率

の減少する青壮年層にかえって死亡性比の振幅は

大きく，男子死亡の超過がみられる。

助。

，8ち

 t6b

 t40

雅

 ’ユ。

比
 too

明治39年から昭和13年にいたる腸チフス死亡率性

比を年次的に観察報告している。それによると明

治39，40，41年は120台をしめし，明らかな男子

死亡の超過がみとめられたが，明治末頃から大正

側聞にかけては110台，昭和に入ると昭和6年を

のぞいては100台を辿り性比は下降の傾向をしめ

し，死亡の割合は漸次接近し，昭和16年から26

年には100以下となり男女死亡数は逆転した。

・タt

亡

’陣

坑

IJfD

伊ρ

ibs

や

6e

4e h・

や
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    第5図 流行牲脳脊髄膜炎死亡性比

 6） 腸チフス

 第2表及び第6図に腸チフスの年令別死亡性比

をしめした。腸チフスは明治32年から昭和17年

までは著明な増減なく流行を繰返していたが，昭

和20年をピーークとして戦後著しい減少をしめして

いる。腸チフスの死亡性比は111，1±0．02である

が，これを年次的に観察した場合50数年を通じつ

ねに男子に高率であったわけではない。松田9）は

ao

o’tO“o M。㌦鈎 lo 7P稽
 第：6図腸チフス死亡性’比

 終戦後は腸チフスの罹患数も減少し，抗生物質

等により死亡数も著しい減少をしめしたが，昭和

27年以降再び性比は100以上となった。死亡性

比を年令別に観察すると，第6図のごとく，10～

19才だけが96．3とわずかに100を下まわるが，

他はいずれもユ00以上で30～39才を頂点とした

なだらかな丘状を呈している。年令別に罹患率の

高いのはユ5～44才にわたる広い範囲であり，中

でも20～39才の青壮年層に高率である。本疾患

における死亡性比は好発年令に比較的明瞭であ

り，罹患率の低い年令においてその差は少くなっ

ている。

 7） パラチフス，

 第2表及び第7図にパラチフスの年令別死亡性

比をしめした。パラチフスは年次．的推移，年令別

罹患率ともに腸チフスに類似し，明治44年以降昭

和17年まで著明な増減をしめさなかったが，昭和

19年のピ・一一クを最：後に戦後著しい減少をしめして

いる。年次的に観察した場合，値はまちまちで一一4

具した性比をしめさない。パラチフスの死亡性比

はコ02．6±1．14である。年令別死亡性比曲線は，

第7図にしめすごとく，0～4才8．5， 9，ユ0～ユ9才
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96． 3のみが100以下の数値をしめし．他は100以

上である。最高は60才以上の112． 3で一般に性

比の振幅は小さいが，青壮年期以後の好発年令に

おいてやや男子死亡の割合が多い傾向がうかがわ

れる。
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第7図パラチフス死三亡性比

 8）ジフテリア

 第2表及び第8図にジフテリア年令別死亡性比

をしめした。ジフテリアは明治32年より大正末期

にいたる間は大体20～40前後の罹患率をもつて流

行を繰返していたが，昭和初年より漸次増加の傾

向をみせ昭和19年にピークをしめし，その後27

年までは急激に低下の一途をたどったが，28年以

降これが反転して再び増加の傾向をみせている。

死亡性比は115．0±0．23で，これを年次的に観察

すると，明治32年以来つねに100以上の数値を

しめし，全期闇を通じて男子死亡が女子を凌駕し

ている。第8図にしめすごとく，年令別には0～

4才までは男子死亡の割合が大きく122．7，5才以

後学童期から青壮年期は女子死亡の割合が増大

し，50才台で再びやや男子に多くなる。元来ジフ

テリア罹患率の高いのは幼小児期，ことに1～2

才が最高で，その後は漸減し，この年令以外に第

2のピークはみられなかった。昭和24年以降20

～24才に第2のピークがあらわれ，これがやや高

年層にずれながら年々明瞭化する傾向があり，全

体的にも年令分布が低年より高年層に移行する傾

向がみられる。すなわち幼小児期，とくに0～4

才の好発年令においては男子死亡の超過がみら

れ，50才台をのぞいて5才以後は大体女子死亡の

割合が大きい。
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第8図ジフテリア死亡性比

9） 日本脳炎

 第2表及び第9図に口恥脳炎の年令別死亡性比

をしめした。日本脳炎はすでに大正時代にも認め

られ，昭和2，4，7，8年に流行をみたが，昭和

21年法定伝染病に指定されてから23，25年に多

数発生し，大体隔年毎に流行している。死亡性比

は108．9±0．96で，これを年次的に観察すると，

昭和22年以来26年の99．6をのぞくと，いずれ

も100以上で大体において男子が高死亡である。

第9図にしめすごとく，年令別性比は，0～19才

までは男子死亡の超過がみられ，5～9才におい

て139．5と第1のピークをしめし，再び50才台で

やや男子が高いが，20～49才及び60才以上は女

子死亡の割合が大きい。すなわちこの疾患におい

て罹患率の高い幼小児は男子死亡が多く，20～30

才台及び60才以後は女子死亡の超過が明瞭となる
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第9図 同本脳炎死亡性比
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が，40～50才台では男女死亡の割合は接近し，著

しい差をしめさない。

 10）狸紅熱

 第2表及びeSIO図に狸紅熱の年令別死亡性比を

しめした。狸紅熱は他の伝染病とことなりその発

生は昭和に入ってから漸次増加の途をたどった

が，昭和21年に減少，27年より再度増加をしめ

してきた。年次的にみた性比は，一定せず変動が

激しい。狸紅熱の死亡性比は96．5±1．02で，や

や女子に高死亡である。年令別死亡性比は第10図

にしめすごとく，0～4才は114．0と男子死亡が

多いが，5～9才すなわち最も罹患率の高い年令

及び30オ台までは女子死亡の割合が大きくなる。

40才以後は再び男子が高死亡をしめし，死亡性比

曲線は10～19才70．5，及び40～49才155．6と

100を中心に著明な谷と峰とをしめしている。
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ら急に女子死亡の超過が起り，戦争末期まで性比

は90台を昇降し女子死亡が男子を凌駕していた。

戦後昭和22，23，24年目再び性比は100を越え

たが，25年以降女子が男干より高死亡をしめし

ている。第11図にしめすごとく，年令別死亡性

比は10～20才台において132．6，129．8と男子死

亡の超過がみられるが，0～9才及び30～40才

台では男女の差は少なく，50才以後は女子に超過

が明瞭となり，全体的には女子に高死亡である。

赤痢の年令別罹患率は0～4才が最も多く，20～

29才の青年期に第2のピーークをしめし，年令が長

ずるにつれて減少し，高年層にわいて再びやや増

加する。年令別にみた罹患率と性比はかならずし

も一致した傾向をしめさず，幼小児及び30～40

才台においては性比が明瞭でなく，青壮年期は男

子が高死亡，高年層は女子が高死亡をしめしてい

る。
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第10図狸紅熱死亡性比
 11）赤痢
 第2表及び第11図に赤痢の年令別死亡性比を

しめした。赤痢に関しては，明治以来屡々死因分

類に統一を欠くため，細菌性赤痢，疫痢，アメr

バ赤痢等全部を一括して観察した。赤痢の罹患率

は他の法定伝染病に比しつねに高く，明治以来屡

々流行をみたが，昭和12年頃より罹患率はさら

に上昇し，他の伝染病と相反して戦後も減少をし

めすことなく，昭和26年以降さらに増加の傾向

さえしめしている。死亡性比は95． 9±：0。14と法

定伝染病中最：低値をしめす。死亡性比の年次的推

移は，明治から大正初期にかけて2，3の年をのぞ

き，男子死亡の超過がみられるが，大正10年か
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    第11図赤痢死亡性比
 B 法定伝染病の罹患性比及び死亡性比の
   上ヒ較『こっし、て

 法定伝染病の性比を年令別に観察する場合，死

亡に関しては明治32年より資料がそろっている

が，罹患に関しては不充分であって，昭和24年伝

染病精密統計の制度，組織ができてはじめてその

資料が整備きれた。

 よって罹患に関しては，昭和24年から30年に

いたる7年闇についてのみ観察することができ

る。終戦後予防接種：の強化，抗生物質の出現等に

より法定伝染病は著しい減少をみせ，ペストは絶

無コレラは昭和21年以後ほとんどなく，痘瘡，

発疹チフスも昭和21年をのぞいては患者の発生

も僅少であり，性比を襯察するにはその価値が少
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いので，これらは一応研究の対象から除外し，他

の7疾患についてのみ観察をくわえた。

    ac 3表 法定伝染病の罹患性比

          （日召禾024年（ノ昭禾030年）

病 名脚業者数野望性比1

・本脳炎塁

パ・チ・・ ﾆ
      r

流行性脳 男
脊髄膜炎 女
腸チフス虜

11，225人
8， 221

4， 691

3，493

3， 743

2， 823

13， 917

136．5士O． 84

134．3士1．28

      ．    ．1
 132．6 ± L80

            I
      l女［・…7541ユ29・‘ ± O・ 72

・…ア
u婁1魏｝・・8… ・・ 38 1

赤 刺翻劉・・6… o．・4

      ］ ee 1 33， 213 1
狸  紅  熱             100．1 ± O． 39      」＃） 33，i73 i

 第3表は死亡性比と同様に，罹患性比の高い疾

患の順に列記したものである。最高は日本脳炎，

次がパラチフス，流行性脳脊髄膜炎，腸チフス，

ジフテリア，赤痢，狸紅熱の順で，性比はすべて

100以上であり，男子罹患数が女子を凌駕してい

る。各疾患別にみても流行性脳脊髄膜炎をのぞい

た他の疾患は，ことごとく死亡性比を上まわり性

比は著明である。

 第4表は各疾患の年令別罹患性比をしめしたも

のである。なお年令別にみた死亡，罹患性比の関

係を観察するため，罹患性比にくわえて前述の死

亡性比を比較して観察をくわえた。

 1） 欄本脳炎

 第4表及び第12図に零本脳炎の年令別罹患性

比をしめし，あわぜて死亡性比を比較観察した。

罹患性比は136p 5±0．84で上記7疾患中州も高い。

第12図のごとく年令別罹患性比曲線は死亡性比

と薯しく類似した形態をしめし，5～9才］63．7，

第4表法定伝染病における年令別罹患性比

「同軸一・吻

「隔炎・5酷，

㌧・ラチ・・12 ﾊ子、

狂想塁12＆lig、

蹄・・隅お・
       136．8士1 ジフテリア         O． 56

赤 痢

狸 紅 熱

109．8士
 O． 22

118．8士
 O． 78

5tv9 il 10r－v19 i， 20rv29

  ，163．7士
 1． 66

137．6一ヒ

 4． 43

155．7土

 3． 60

131．0士

 2． 60

119．6土

 O． 74

エ03．9土

 O． 32

93．7士

 O． 57

14s．4，・E 1 lo6．3，1，

 1． 77

111．4士
 20 76

133．1士

 2． 86

148．7，1，

 1． 74

76．7土

 O．99
119．7土

 O． 41

86． or ±

 O． 83

                     計｝

囎獅噛1：：廻：：：ll：鮪隠劉：：：1塾i

噸峻鞘欄一遍曜ll囎

畿概鞠糊聯：：ほ；
・4・．3土・・．8組・2．・±7雄52．8圭｛・・6．9，■

哩罵噸組織1粥i

i 30N39

  （目召禾昼 24年 （」 唇召禾0 30 孟F一）

14 ・9
p・・ gl 総

       ’

50～59才106． 8と死亡性比曲線にみられたのと

団年層にピークをしめし，かっ各年令とも死亡性

比をやや上まわる数値をしめす。日本脳炎の罹患

性比は死亡と同様に罹患しやすい幼小児において

男子に多く，30才台は女子の超過が認められる

が，40才以後において男女罹患の割合は接近し，

箸明な性比をしめきない。

 2）パラチフス

 第4表及び第ユ3図にパラチフスの年令別罹患

性比をしめし，あわせて死亡性比を比較観察し

た。パラチブスの罹患性比は134．3±1．28で死亡

性比より高く，各年令別にみると60才以上をの

ぞいて各年令とも死亡性比をはるかに上まわる曲

線をしめす。5～9才137．6，20～29才149． 7，

40～49オ159．7のごとく比較的明瞭な三つの峰

を形成し，罹患率の高い青壮年層において性比の

振幅は大きく男子超過をしめし，死亡性比のそれ

よりも高い。

 3） 流行性贈脊髄膜炎

 第4表及び第14図に流行性脳脊髄膜炎の年令
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第13図 パラチフス罹患及び死亡：性比

別罹患性比をしめし，あわせて死亡性比を比較観

察した。罹患性比は132．6±1．80で，死亡性比よ

り低いのはこの．疾患だけである。各年令別にみる

と第エ4図のごとく，性比はすべてユ00以上で，5

～9才155． 7，40～49才181、6と二つのピークを

つくり，後者のピーークは死亡性比曲線のそれより

低くやや低年層に変位している。死亡性比曲線に

みられた20～29才のピークは全くみられない。

この疾患の罹患性比は罹患率の高い幼小児にも男

子の超過がみられるが，それより罹患率の減少す

る40才台に性比の振幅が大きく男子罹患数の超

過が明瞭である。

 4） 腸チフス

 第4表及び第15図に腸チフスの年令別罹患性

比をしめし，あわせて死亡性比を比較観察した。

罹患性比は129．4±0．72で死亡性比を凌駕し，年

令別にみても各年令を通じて死亡性比を上まわっ

ている。最高は10～ユ9才でユ48．7のピークをし

めすが，これは死亡性比曲線にはまったくみられ

なかったものであり，0～30才にかけては死亡性

比と相反する曲線をしめすが，30才以後は死亡性

比曲線をわずかに上まわる数値をしめす。元来腸

チフスにおいて罹患率の高いのは20～30才の青

壮年期であったが，近時そのpL；が若年層に推移す

る傾向がみられる。腸チフスの罹患性比は罹患率

の高い青壮年期に著明で男子罹患の超過がみら

れ，かっ死亡性比より振幅が大きい。
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  第15図腸チフス罹患及び死亡性比

5）ジフテリア
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 第4表及び第16図にジフテリア年令別罹患性

比をしめし，あわせて死亡性比を比較観察した。

罹患性比は118．7±0．38で，死亡性比より高い。

これを年令別に観察すると，最：高は0～4才136．8

9才までは男予の超過が明瞭であり，10才以後は

女子罹患の割合が増大する。第16図において朗

らかなごとく，40才台までは死亡性比曲線こやや

類似するが，50才以上は死亡性比曲線こ反しさら

に性比は著明となり，女子罹患の割合が増大する。

すなわち罹患率の高い幼小児は男子に高く，10才

以後は女子に多数となる。
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才で141． 3と死亡性比を上まわるピークをしめ

し，30～4G野台lcかけて男女罹患の割合は接近す

る。50才以上になると女子罹患の超過が明瞭とな

り高年層ほどその傾向はつよく，全体的に死亡性

比曲線と類似した曲線をしめしている。すなわち

最も罹患率の高い幼小児及び30～40才台にかけ

て男女差は少なく，青年期には男子，老年期には

女子に多くなり，その傾向は死亡性比よりやや著

明である。

 7）狸紅熱

 第4表及び第18図に狸紅熱の年令別罹患性比

をしめし，あわせて死亡性比と比較観察した。
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  第16図 ヂブテリア罹患及び死亡性比

6）赤痢
第4表及び第17図に赤痢の年令別罹患性比を

しめし，あわせて死．亡性比を比較観察した。
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    第17図 赤痢罹患及び死亡性比

 罹患性比は1G6．9±0．14で死亡性比より高いQ

年令別には⑪～29才までは男子，ことに20～29
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    第18図 狸紅熱罹患及び死亡性比

 罹患性比は死亡性比より高く100．1±0．39で，

男女の差はほとんど認められない。年令別には0

～4才118．8，20～29才116．9，40～49才123．5

と100～120前後をしめし男子に多いが，5～19才

及び50才以上は女子の罹患数が多い。全体的には

100を中心として上下曲線をしめし，死亡性比に

みられたような男女の差や，年令別特微を認める

ことはできない。

       IV 考   察

 法定伝染病の死亡，罹患性比を観察すると，狸

紅熱，赤痢の死亡性比のみが100以下をしめす

が，これも96、 5，95．9と性比は著明でなく，全般

的に男干に高率であるということができる。

 全法定伝染病の死亡性比は106．5であり，最近

のわが国にわける総死亡性比107～110に比較す

るとほぼ同じ率で，＝男子死亡の超過がみとめられ

たQ
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 さらに各疾患につき死亡，罹患性比を比較する

と，流行性脳脊髄膜炎をのぞき，他の疾患はすべ

て罹患性比の方が高率である。年令別にみた死

亡，罹患性比曲線は日本脳炎，赤痢は著しく類似

した形態をしめし，ジフテリア，流行性脳脊髄膜

炎なども似た傾向をしめしている。

 各伝染病の年令別罹患率と性比の関係を糊察し

た場合，罹患率の高い年令において性比は男子に

多く，かつ外の年令より著しいというように，比

較的その関係が明瞭な疾患もあり，またなんらの

関係をしめさぬ疾患もある。この傾向は死亡，罹

患ともに似た傾向をしめす。法定伝染病を上記の

ごとき観点からみると，大体次の三つに分類する

ことができる。

 a）罹患率の高い年令において性比が特に男子

に高い疾患：

 発疹チフス，コレラ，腸チフス，パラチフス，

ジフテリア，日本脳：炎

 b）罹患率の低い年令にわいて性比が男子に著

明であり，罹患率の高い年令では男女善はかえっ

て僅少となる疾患：

 痘瘡，流行性r悩脊髄膜炎

 c）上記の関係の一定せぬ疾患：

 狸紅熱，赤痢

       V 総   括

 A 法定伝染病の死亡性比

 明治32年から昭和30年にいたる57年間にお

ける全法定伝染病の死亡性比はエ06．5±0．10でや

や男子が高死亡をしめす。各疾患別に襯察しても

発疹チフスの189．7を最高にペスト，コレラ，流行

性脳脊膜炎，痘瘡，ジフテリア，腸チフス，日本脳

炎，パラチフスのごとくそ0）ほとんどは性比100

以上の数値をしめし，100以下は狸紅熱，赤痢の

二馬歯のみである。法定伝染病を年令別死亡性比

曲線の形態により，次のごとく分類した。

 a）死亡性比100以上で単発をしめす疾患

  痘瘡，発疹チフス，ペスト

 b）死亡性比100以上で双峰をしめす疾患

  コレラ，流行性脳脊髄膜炎

 c）死亡性比100以上だが著明な峰をしめさな
い疾斑、

  腸チフス，パラチフス

 d）死亡性比100以上だが100を中心に峰と谷
をめす疾慈、

  ジフテリア，日本脳炎：

 e）死亡性比100以下の疾患

  狸紅熱，赤痢

 B 法定伝染病の罹患性比及び死亡性比の比較

について

 昭和24年から30年にいたる7年間を総計した

罹患性比は各疾患ともすべて100以上である。昭和

24年以降ペスト，コレラ，痘瘡，発疹チフスは発

生数が僅少なるため，この4疾患をのぞき，罹患

性比の高い順に挙げると最高は日本脳炎，パラチ

フス，流行性脳背髄膜炎，腸チフス，ジフテリ

ア，赤痢，狸紅熱の順である。

 各疾患にっき死亡，罹患性比を比較すると，流

行性脳背髄膜炎をのぞき，他の疾患はすべて罹患

性比の方が高率である。

 各伝染病の年令別罹患率と性比の関係を観察す

ると，大体次の三つにわけることができる。

 a）罹患率の高い年令にわいで性比が特に男子

に高い疾患：

 発疹チフス，コレラ，腸チフス，パラチフス，

ジフテリア，日本脳：炎

 b）罹患率の低い年令にわいでi生比が男子に著

明であり，罹患率の高い年令では男女差はかえっ

て僅少となる疾患：

 痘瘡，流行性脳背髄膜炎

 C）上記の関係の一定せぬ疾患：

 狸紅熱，赤痢

 C 各疾患別に観察した死亡，罹患性比

 1）痘瘡

 死亡性比は124． 9で各年令とも男子死亡が多く

．幼小児期及び老年期を踏車とし，40才台を頂点と

した急峻な単峰を形成する。罹患率の高い幼小児

期及び老年期で男女死亡の割合は接近し差は少な

く，罹患率の低い成壮年期に差が著明である。

 2）発疹チフス

 死亡性比は189．7で，年令別には5～9才をの

ぞくと性比はすべて100以上で，特に罹患率の高

い青壮年期は男子が圧倒的超過をしめし，30才台

をピークとした単峰をしめしている。

 3） ペスト

 死亡性比は151．3で，60才以上をのぞくといず

れの年令も男子の死亡超過が著明で，30才台をピ

ークとした単声を形成する。

 4） コレラ

一70一
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 死亡性比は143．3，暦年令とも男子に高死亡で

あり，罹患率の高い成年期に性此は著明で10～

19才，40～49才と双峰を呈する。

 5）流行性脳脊髄膜炎

 死亡性比は141．5，罹患性比は132．6で，法定

伝染病中罹患より死亡性比が高い数値をしめすの

は，この疾患だけである。年令別には各年令を通

じ罹患，死亡ともに100以上である。死亡性比で

は20～29オ，50～59才で，罹患性比では5～9

才，40～49才でそれぞれ二つのピークをえがく

が，両者のピークは一致せず，罹患性比の方がや

や低年層に変位している。この疾患では罹患率の

高い幼小児は死亡，罹患ともに男子の超過をしめ

すが，罹患率の減少する40才台にさらに性比は著

明となり，著しい男子超過がみられる。

 6） 腸チフス

 死亡性比は111．1，罹患性比は129．4である。年

令別にみるとIO～19才において死亡性比が100を

やや下まわるが，他はすべて男子に高率であり，、

とくに罹患率の高い青壮年期は男子の超過が著明

であり丘状の曲線をしめすが，罹患性比の方が死

亡性比よりその傾向はつよく，性比は著明である。

 7） パラチフス

 死亡性比は102．6，罹患性比は134．3である。

年令別死亡性比では著しい差はみられず，罹患率

の高い青壮年期においてやや男子に多い傾向をみ

る程度であるが，罹患性比ではこの関係は明瞭と

なり5～9才，20～29才，40～49才という三つの

ピークをしめし，明らかに男子に高率をしめす。

 8） ジフテリア

 死亡性比は115．0，罹患性比は118．7である。

年令別にみるといずれも罹患率の高い幼小児に男

子の超過がみられ，死亡性比では5才以後，罹患

性比では10才以後は女子に高率となり40才半ま

では両者ともにやや類似した曲線をしめすが，50

茅台で死亡性比が再び男子に多くなるのに反し，

罹患性比はさらに著明となり女子に高率となる。

すなわち幼小児期の好発年令は男子に多く，それ

以後の年令は大体において女子の割合が大きくな

る。

 9） 日本酒＝炎

 死亡性比は108．9，罹患性比は136．5である。

年令別にみた死亡，罹患性比曲線は著しく似かよ

った形態をしめし，5～9才，50～59才と二つの

ピークをしめす。すなわち罹患しやすい幼小児は

男予に多く，30才台及び60才以上は女子に高率

であるが，40～50才台は著しい男女の差をしめ

さない。

 10）狸紅熱

 死亡性比は96．5，罹患性比は100．1である。年

令別死亡性比は最も罹患率の高い5～9才及び30

才までは女子死亡が高率であり，0～4才及び40

才以後は男子が多くなり，10～19才，40～49才

で100中心に谷と峰をしめす。罹患性比曲線にお

いては100を中心に上下する不定な曲線をしめ

し，著しい男女の差や年令的特徴を見出すことは

できない。

 11） 赤痢

 死亡性比は95。9，罹患性比は106．9である。年

令別にみた死亡罹患性比とも類似した曲線をしめ

す。最も罹患率の高い幼小児及び30～40台にお

いて男女の差はあまり認められず，青年期は男子

に高率，50才以後は女子に超過が著明となり，そ

の傾向は死亡性比より罹患性比の方がさらに著明

である。、

 稿をおわるにのぞみ，終始御懇篤なろ御指導，御校

閲を賜わった吉岡博人教授，ならびに諸岡妙子助教授

に潔甚の謝意を表します。
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